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　　　6．鉱床　（第2図および第3図参照），

　主な鉱床は東鉱床および西鉱床の2條にして，雁行状

に配列する小鉱体の集合よりなる。上盤はおおむね黒白

珪石で，一部赤白珪石に変わる。下盤はおおむね粘板岩

チヤート互暦で粘土1化を受けるo

　東鉱床　本鉱床は十坑道が存し，入坑し得たのは東五

番坑・東三番坑・東二番坑・、東二番坑通洞の4坑道で，

東五番坑より上部および東二番坑通洞より下部の6坑道

坑口は崩壌し，坑内状況が明らかでないが東二番坑通洞

の下部坑道において本鉱床の下限が認められるのでない

かと推定されるじ走向N500’》800W，傾斜30。《’400N

東二番坑内における確認延長は50m余りで，東五番坑

内における最大鑓幅を掘跡より2m以下と仮碧されるd

同坑の上部における鑓幅は1mを示し，鉱況優勢である

が，東二番坑丙の平均鑓幅は0．2，同坑の西引立におい

ては0．1mで，鉱況劣勢となる。東二番坑通洞丙で約

10mの粘土鑓を追うことができ，鉱山当局の話によれ

ば，該粘壬鑓押に東二番坑丙の最大鑓幅0．3mの鉱体

　　　　　　　　　　　　ノまで切上ることができるとのことである。まとまつた残

鉱は東五番坑の上部のみである。

　西鉱床　本鉱床は東方に谷を挾み東鉱床に対し，西一・

貌本坑および西一坑通洞があり，西」坑本坑は坑口崩壌

、し，坑丙状況が明らかでない。・上盤は黒白珪石で，赤白

珪石の部分は確認されない。走向N800W，傾斜30。N。

規模は延長50m，最大鑓幅0．5m，傾斜延長20mで，

西一坑通洞の踏前は準均鑓幅0．3mを保つている。同

坑の西引立の鑓幅は0．2mである。西一坑通洞より上1

部はおおむね操掘済となる。

　　　　　7．鉱石および品位
　鉱石は主に栗タン・アヅキ・シマアヅキ・パラキ・ミ

ヅマソ等の炭満で，酸化鉱は東五番坑上部および西鉱床

の上部に多いが，おおむね採掘済となるo構成マンガソ

鉱物はバヲ輝石・菱ヌンガン鉱・テフロ石系統の鉱物・

緑マソガン鉱・硬マンガソ鉱・軟々ソガソ鉱で，脈石と

して石英・黄鉄鉱・方錯鉱等があり，・方錯鉱は小鉱体ゐ1

周縁部に僅かに認められる。

　東五番坑上部の残鉱品位はMn30～40％，SiO225刃

35％，西一一坑通洞踏前ではMn25’｝35％，Sio230淘35

％と見込まれるo　　　　　　　　　　・1

　　　　　　8．現　況
稼行鉱床　1（東鉱床）

　稼行坑道　1（東五番坑）

　選　　鉱　研抜き程度の手選，2種類に選別される0

　1等鉱　Mn38％域上，2等鉱Mn25（’38％
　出　　鉱　昭和25年の出鉱量約300kg，北海電化伏：

木工場に邊鉱されるQ

　設備　軽使索道1基，延長180m．

　労務者在籍数　10名

　　　　　　9．結　論
　東五坑上部の西鑓押，東二番坑通洞内の粘土鑓の西

押，西一坑通洞下部の探鉱等あ問題が残されているが，・

・本鉱床に関しては大略規模明らかにされ，残鉱も余り期

待されない。西鉄床の下部に対しては最大数百kgの鉱

量を期待することができるから，その方面の探鉱を進め

るべぎものと思う。　　（昭和26年2’月～3月調査〉

553．574．062

赤（青）白珪石中の包裏液の産欺について（予報〉
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岩　生　周　一苦

輿Preliminary　Report　o血th¢：Ligu蓋d

．1nclusions　in　some　Compound　Brick

　　　Silica　Stone　in　Japan

by

　　　　Sh亘ichi　Iwao
　　簸
C・尊sid“ringtheimp・rtantbea血g・n

＊　地質部・鉱床部象務

the　cerαmic　pr＆ctice　as、weII　as　on　thε

scienti丘c　research　in　the　Iiqui（i　inclusion＄

in　the　compound　brick　silica　sto血e　called

by　the　commodity　name　of“Akashiro”in

Japan，the　writer　attempts　to　make・more

detailed　de＄criptions　of　the　incIusions．

Briefly　fold　the　inclu亀ions　are　mostly

confined　to　vein　quartz　in　the　silica　stone，

about　l　mm．亡00。06mm、or　less　in
diameter，occuping　about1％of　the　host　in，
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赤（青）白珪石中の包裏液の産訣について（予報）　（岩生周一）

volume　and　abqut15％～25％in　the　unit
cube，of　the葺ost　in　surface　area．

　Further　problems　to　be　dissolved－in
this　case　are　those　of　geolo菖ic　t五ermometry，

chemical　composi‡ion，and　ef『ects　on　trans・

formation　of　silica．

　　　　　　　　緒　　言
　石英その他の鉱物中における包裏液の存在については

諸外國では既に19世紀末から注意されており，それを

地質濃度計として利用しようとする試みもその頃から多

くの人々によつて繰返して行われて来たQこの間の事情

については立見辰雄が取纒め要約しているo

　わが國におい七も石英中の包裏液

について紳津・待場・竹丙等が，螢

石中のものについて斎藤がシまた閃

亜錯鉱・方鉛鉱中のものについて小

泉等が記載し若干の槍討を試みてい

るo

　赤（青）白珪石中の包裏液について

最初に着目したのは末野であつて，

それが珪石の焼成時におよぼす影響

について予測的に言及するところが

あつた。

この溺に一般に石芙中における

包裏液の存在は普遍的であづて決し

て珍らしいものではないが，このよ

うな包裏液が信ぜられているごとく

岩漿水に関係あるものであるなら

ば，石英の生長が直接岩漿からまた

はそれからの放出物（熱水溶液のご

ときもの）ゐ影響下で行われた場合

と，しからざる再結晶の場合等とで

は包裏液の性質や存在状態を異にす

る筈である。

　筆者は赤（青）白珪石の探鉱上，ま

づその脈石英の性質を知ることが極

めて重要であること，・および末野が

指摘したように原石の焼成時におけ’

（の

1驚翰
夢塗

　2、一般に脈石英の部分に特に多く，角礫チヤート質

部分に極めて少ない。

　3．脈石英中の分布状態には第1図に示すように，

　（a）石英結晶中に万遍なく散在する。

　（b）石英結晶の生長面に並行的に累帯配列をなす。

　（c）石英結晶の中心部に濃集するQ

　（d）石英結晶の外形とは全く関係なぐ幾つかの結晶に

　　わたつて連続的に分布する4つの場合がある。

（c）および（d）の場合は明らかに結晶の生長または再

結晶が包裏液の生成後も行われ，、このことによつて包裏・

液の性状や分布配列等に著しい影響を與えなかつたこと

を示している。これは恰度，大嶺珪石における雲母様微

‘の ¢ク

’第1圖　脈石莫結贔中の包裏物の分布様式
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　　　　，　　　　　　　・　　　移蘇石英
　　　　←ジ豚石英　　、　　角砥部・←→，
角殊部←1　　マ　　　・　　　　　．亀
　　　　第2・．圖　　脈石英と角礫チヤート質部分との境に畑ける包裏液

　　　　　　　．および雲母様微細鉱物の分布賦態の1例

　　　　　左圖：石英結晶粒の形を示す
　　　　　右圖：同じ部分の包裏液（球駅）おγぴ雲母様鉱物（scaly）

る不純物の影響として包裏液がかなり大きな役割を演じ

ている可能性を考えて，赤（青）珪石およびこれと比較上

関係のある二，三の珪石中の石英の諸性状，特にその包

裏液についてじゆうらいより詳しい観察を行つた。

　　　　　　工　包裏液の分布歌聾

　今までに観察し得た範囲では次の特徴を示している。

　1．『赤白珪石と青白珪石とで特別の差異は認められな

いo

細不純物と脈石英との関係と相似的であつて，包裏液の・

集合している部分は新なに生長した石英結晶中に1種の・

re挽として存在している。

　　　　2．他の不純随伴鉱物との関係

　上述のごとく，包裏液は角礫チヤート質部に少なく，

この部分には緑泥石・st玉lpnomelane？・雲母様鉱物・赤

鉄鉱・その他1）を含有しているので，一見このような不二

1）　白木晴雄・廣渡文利：赤白珪石の岩石學臨砺究：　耐火材料60，

　　62，昭和26年（黒崎窒素K・K・）

一57一（515）

ノ



〆　　　 、

地質調査所月報⊆第3巻第10号）

、ぐ，論’o．

　　　　　　　　第3圖

㊦⑨σ◎

包裏液の形（約1500倍）

、⑤　　　　o●
　◎　　03σ
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大・きな包裏液
中くらいの包i裏液
ノ」、さい包i裏液

計

包裏液の
手均直径

　1μ
0。4μ

0．06μ以下

石英結轟勺

25μ3中の
包裏液の数

106

311

】055以上

1472以上

同包裏液2）

の体積合計

441メ13

．84μ3

　ユμ3以上，

526μ3以上

同包裏液の石、
英結晶との接
触面積合計

1331μ2

625μ2

48μ2

2004一μ3域上

第4圖（a）　賑石英中の包裏液の顯微鏡篇眞×600（原版の約2／3）

・灘灘

第4圖（b）脈石英中の籐液の顯微鏡額x2400

　　　　　（原版の約2／3）

2）　包裏液中のメニスカスを含む

畑籔

購

純随俘鉱物の多いことと，．

旬裏液の量の少ないことと，

ほ闘係があるように見える

が，ある脈右英の壁に近い

部分で，不純随俘鉱物は角

礫部分と全く同量に，また

包i嚢液は脈の他の部分と全

く同様に含んでいる例（第

2図）があるので身包裏液

の量の多寡と他の随俘鉢物

の量との間には関係なく，

個々の石英が脈石英質であ

るかどうかが関連している

ことカミ推定される0

3．　脈石英中における

　　包裏液の大きさボ

　　　形・量
各々の包裏液の大きさは

直径5μ～0．05μ以下，形・

は第3図に描いたように不

定であるカミ，ある結晶軸・

結晶面・壁開面または双晶

面等には支配されていな

いo一一般に同一の試料にお

いては大きなもの程稜角に
　　　　　　マルミ富み，小さいもの程球昧を

帯びているように見えるが

この点は顯微鏡の拡大の性能にも関係があり・まだ充分

に明らかでないo恐らく雷顯による観察が効果的で粘ろ

う。

　包裏液の量について，比較的包裏液に富む青白珪石

（鳥取縣若櫻）の例を示すと上表の通りであるo

　すなわち，この例では石英結晶中に嫡その約3％容量

の包裏液が含まれ，仮に石英結晶を約25μ立方の立方

体に砕いたとすると，その個々の粒の表面積に対して，

その中に含まれる包裏液と結晶との接触面積は，その約

50％に当る。

　一般¢）青白または赤白珪石では大体包裏液の体積は約

、1％内外，接馳面積は約15％内封と推定される6

　第4図a，bは包裏液の状態を普通の薄片で拡大した

顯徴鏡写眞であるが，このような薄片では包裏液が微細

58一（516）
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なために同一李面内に分布しているもの颯外にも多数の

ものが見られるので，包i嚢液の個数の測定に『当つては』

やや焦点の合つていないものをも含めて，それらの含ま

れる薄片の厚さを顯徴鏡のマイクロメーターの読みから

計出し，その厚さの中に含まれる全ての包裏液の個数を

それぞれの大きさのもの毎に測定合計した。また，体積

の算出は，個々の包裏液の外形をほぼ球と見倣して行つ

た◎

　　　　　　4．今後の問題
　次の3つの問題が考えらおる。

　1．一包裏液の化学成分の究明　じゆうらい（ペグマタ

イト）等の石英中の包裏液について発表されたところに

よるとH20を主成分とし，NaC1，SO4，CO2等をかな

り多量に含有している。これらの例に比べて今の場合包

i裏液が非常に微細であるからシ分析法を強討している0

2．地質濫度計としての利用　赤（青）白珪石の場合，

鉱床の部分，特に土部と下部，赤白と青白，異る品質の

部分による差異，他種鉱床との比較等が鉱床の成因の究

明とそれに基く探査方法の確立の一手段として必要であ

る0

　3．包裏液の石英韓移におよぼす影響の究明　一般に㌧

北海道有珠郡釜谷鉱山電気探鉱調査報告

　　　　　1

（金子純）

ソーダの存在は石英のトリヂマイトヘの韓移を容易にす

ることが明らかにされている。今の場合，包裏液が全体

の1％（容積）を占めること，さらにそれと結晶との接触

面積が非常に大きいことは包裏液の成分如何によつては

韓移の難易や速度等に影響をおよぼす可能性が充分に考

えられる。 　一　　　　　（昭和27年3月稿）
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Elec加ic撹l　Prospecting　for　the　Pyrite

　　　Ore　Dei｝osit　at　K我燃＆ya

　　　　　M量ne，Hokkaido

　　　　　　　　by
　　　　　　Jun　Iくaneko
　The　author　has　applie（1a丘　electrical
pr・spectingt・the’pyrite・redepOsitat

Kamaya　Mine，Hokkaido．・

　By　the　both　methods　Fof　S．P．and
resistivity，・he　has　fomd　two　anomalous

areas．　In　the　first　area　　he　has　found
　　　　　　　　　　ンanomalous　zone　around　the．known　ore
deposit．In　the　second　area，βnew　mineral－

ized　zone　is　expected．

　　　　　　　　要　　約1
　昭和26年8月北海道有珠郡肚瞥村釜谷鉱山において

一擬友岩中に胚胎する硫化鉄鉱床に対する電気探鉱調査を’
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